
‰号
華
や
か
な
中
に
緊
張
感

成

人
式

は

、　

一
月

八

日

午

前

十

　

五

人

の
新

成

人

の
う

ち

三

十

一
人

　

新

し

い
背

広

姿

が

大

半

で

、

厳

か

ン

タ

ー

で

開

か

れ

、

対

象

者

五

十

　

　

女

性

が

振

り

そ

で

、

男

性

は
真

　

た

だ

よ

っ
て

い
ま

し

た

。

二
重
村
長
か
ら

一
人

一
人
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

新
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
山
崎
く
ん

発行・青森県市浦村役場/編集・企画財政課広報係
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躍
進
市
浦
を
め
ざ
し
て

地
域
再
生
の
道
探
ぐ
る

市
浦
村
長

二
重
　
　
　
二只

を
捨
て
、
市
浦
と
い
う
村
が
ど
う

し
て
過
疎
に
な

っ
て
い
く
の
だ
ろ

こ
ん
で
肥
大
し
て
い
く
大
都
市
の

ら
村
民
に

「生
き
が
い
」
と

「理

想
的
人
間
居
住
の
場
」
を
提
供
す

る
た
め
に
、
政
治
や
行
政
、
地
域

戻

っ
て
く
る
村
、
村
民
が
住
み
つ

「
ふ
る
さ
と
定
住
対
策
条
例
」
を

制
定
し
、
さ
ら
に
働
く
場
の
創
出

体

的

な

操

業

の
道

を

開

く

こ

と

が

過

疎

村

の
自

立

へ
の
願

い
が

こ
め

ら

れ

て

お

り

、

今

後

も

住

民

の
福

祉

と

地

域

再

生

の
た

め

、

住

民

と

探

し

も

と

め

て

い
く

考

え

で
あ

リ

軸

副

∪

―
ク

（橋
公
園
）
建
設
の
足
が
か

い
の
橋
″
を
架
け
る
ほ
か
、
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

勤

Ｕ

法
と
し
て
は
、
農
業
機
械
公
社
の

設
置
を
検
討
す
る
ほ
か
、
山
林
原

野
、
休
耕
地
の
有
効
利
用
を
は
か

造
性
豊
か
な
村
づ
く
り
を
進
め
ま

蜘
甜
∪

本
村
を
津
軽
地
域
に
お
け
る
畜

産
基
地
と
す
る
た
め
、
国
営
の
草

地
開
発
事
業
や
畜
産
関
連
施
設
を

積
極
的
に
導
入
し
、
飼
養
頭
数
の

飛
躍
的
な
増
大
と
そ
の
環
境
づ
く

動
翻
Ｕ

十
三
湖
に
堆
積
し
て
い
る
土
砂

を
除
去
し
、
漁
場
と
し
て
の
回
復

農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
と
し
て
、

脇
元
海
岸
地
先
に
大
規
模
な
７
ワ

ビ
魚
礁
の
投
入
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
な
ど
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
に
努

財
政
環
境
は
き
わ
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
経
費

の
運
営
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ

村
民
各
位
の
暖
か
い
ご
指
導
ご
協

∂
一■
“
サ

，
一〓
一と
し
も
が
ん
ば
一ろ
う

今

年

こ

そ

は

勉
強
時
間
を
ふ
や
す
ぞ
。

山田新次郎 くん

木村 文昭 くん

全
国
大
会
出
場
を
め
ざ
す

　

　

　

た
墜
郵
鮮
ゲ
一冒
崎

大

田

小

は

人

数

が

少

な

い
の

で



素
晴

ら
し
さ
に
学
ぶ

あ

っ
ば
れ
彼
女
た
ち
は
、
屈
託

の
な
い
笑
顔
で
生
命
を
燃
焼
さ
せ

て
い
る
。
さ
な
が
ら
吉
祥
天
女
を

見
る
思
い
が
す
る
。
鼻
持
ち
な
ら

ぬ
己
が
暮
ら
し
ぶ
り
を
深
く
反
省

し
、
敬
愛
す
る
彼
女
た
ち
に
少
し

に
思
う

心
の
ふ
れ
あ
い
大
切
に

お
み
く
じ
を
信
じ
て
、
こ
と
し

は
、
い
い
ダ
ン
ナ
様
を
み
つ
け
る

徒
が
安
心
し
て
、
心
よ
く
勉
強
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
と
、
気

実
行
で
き
ず
に
終
え
て
し
ま
う
。

住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
努
め
た
い
〔

約
四
千
人
の
村
民
が

一
緒
に
な

っ

将
来
は
明
る
い
は
ず
だ
。

脇
元
は
さ
び
れ
た
村
な
が

ら
海
は
素
晴
ら
し
い
。
怒
溝

荒
れ
狂
う
さ
ま
も
そ
れ
な
り

に
趣
が
あ
る
。
も
う

一
つ
素

下沢ハツヨさん

櫛引 笑子さん

三和美智子さん

人
の
長
所
を
友
と
せ
よ

校
内
暴
力
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

こ
れ
ら
は
、
親
と
子
が
じ
っ
く

り
語
り
あ
う
こ
と
と
学
校
、
家
庭
、

地
域
が

一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ま

「人
の
長
所
を
友
と
せ
よ
」
中
学

生
時
代
の
思
師
か
ら
贈
ら
れ
た
言

太

田

ま

ん

ま

る
会

は

、

会

員

五

十

人

で
構

成

さ

れ

て

お

り

、

会

員

相

互

の

「
和

」

を

大

切

に

、

明

る

く

住

み

よ

い

地

域

づ

く

り

を

す

す

め

て

い

桂
川
に
生
ま
れ
住
ん
で
、

を
耕
作
し
て
い
る
。

新
年
を
迎
え
る
た
び
に
、

(3)広報ιチろ

信頼される人間に

す
が
、
こ
と
し
は
、
村
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
に
当

っ
た
こ
と
か

ら
、　
一
週
間
繰
り
上
げ
て
開
催
し

二
重
貢
村
長
、
小
倉
十
二
男
村
議

会
議
長
ら
が
次
々
登
壇
し
、
「若
者

に
は
い
つ
の
時
代
で
も
期
待
を
か

時
を
大
切
に
生
き
、
自
分
の
歩
ん

で
き
た
道
を
振
り
返
え
ら
れ
る
勇

」。
と
荒
波
に
乗
り
出
す
夢
多
き

若
人
に
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り

成
人
代
表
の
山
崎
広
輝
君
が
、
「自

も
に
、
社
会
的
に
は
国
家
社
会
の

繁
栄
と
地
域
社
会
の
発
展
に
努
め

「
二
十
歳

へ
の
提
言
」
を
テ
ー
マ

育
委
員
会
の
高
橋
民

一
委
員
長
は

「①
妻

（夫
）
に
ほ
れ
る

（Ψ
日

分
の
選
ん
だ
職
業
に
ほ
れ
る
　
③

郷

土

に

ほ

れ

る

」

の

″
３
ば

れ

″

を

提

言

し

た

あ

と

、
「
身

は

豆

（
健

康

）

で

、

ひ

と
角

あ

っ
て

ゃ

ゎ

ら

を

説

き

、

人

間

は

健

康

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

締

ま

り

が

あ

っ
て
、

ち

は

「

久

し

ぶ

り

に
会

っ
た

仲

間

二
十

歳

の
門

出

と

感

激

を

語

り

あ
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信
頼
を
全
身
に
受
け
て

新
村
議
十
六
人
決
ま
る

所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た

　̈
　
　
人
が
当
選
し
た
の
を
は
じ
め
、
元

青山 又-61

大田・無現C)

笹山七二郎 74  福井 俊美 52  三和 芳次 48

脇元・無現(3)  |‐ 二・無現̀ 3   相内・無わ中⊂)

三和  久 56

相内・無fttЭ

三上 敬司 50

脇元・無新C)

伊南 忠雄 51   島津 典明 41

磯松・無元(2,   本Π内・無助Э

葛西敬太郎 58  村元 則美 56

1務元・無料【T)  磯松・無幅 )

奈良 正勝 51

木村清左衛門61   工藤 武則 39

太円・無現C)  十三・無現(3)

木村 義光 54  成田 長代 47  浜田 春± 54

十三・無現C,    相内・無キ麻D   十三・無現C)

デ |
除雪と側溝改修

脇元・ 三上 ちか子

（闇凹圏‐Ｆ‐Ｍ日Ⅲ円〕
　
市浦村建設課

運
手
者
を
見
ま
す
と
、
気
の
毒
で

ま
た
、
側
溝
の
フ
タ
掛
け
に
つ

所
か
ら
重
点
的
に
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
脇
元
地
区
の

一
部
側
溝

て
い
る
フ
タ
で
は
掛
か
ら
な
い
た

早
期
に
フ
タ
掛
け
完
備
は
困
難
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ξ①
群

‘
燿
ち
６
ｏ

力
・脅
球
勺

格
式
高

い

神
社
仏
目
の
聖
城

「
い
く
ら
津
軽
の
安
東
氏
が

有
名
な
泰
族
で
あ

っ
て
も
、
本

州
最
果
の
宗
教
遺
跡
だ
か
ら
、

粗
末
を
、
小
さ
な
建
物
だ
と
考

え
て
い
た
が
、
津
軽
の
安
東
氏

だ
ね

」。
「神
社
も
寺
院
も
、
南
北
を

正
確
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
磁
石
を
使

っ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す

」。

「現
在
の
参
道
の
西
側
に
も

礎
石
が
発
見
さ
れ
、
建
造
物
が

ま
だ
ま
だ
出
現
す
る
も
の
と
思

い
ま
す

」。

・

大
学
の
加
藤

・
坂
田

・
新
野

の
三
博
士
を
し
て
感
嘆
せ
じ
め

た
山
王
坊
の
宗
教
遺
跡
は
、
東

北
地
方
で
も
格
式
の
高
い
神
社

仏
閣
の
建
立
さ
れ
て
い
た
聖
域

本
　
殿

跡

洗
堰
の
北
方
は
神
社
跡
で
、
そ

の
南
方
は
寺
院
跡
で
あ
る
こ
と

が
発
掘
の
結
果
わ
か
り
ま
し
た
。

北
方
の
い
ち
ば
ん
上
に
本
殿

跡
が
あ
り
ま
す
ｏ
東
西
四
メ
ー

ト
ル
、
南
北
三
メ
ー
ト
ル
の
自

然
石
を
列
べ
横
長
に
区
画
さ
れ
、

内
側
は
粘
土
で
た
た
き
固
め
、

腹
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
を
美
麗
な
小
石
で
ま
た

の
外
側
に
東
西
約
七
メ
ー
ト
ル
、

南
北
約
五
メ
ー
ト
ル
の
石
列
で

本
殿
の
建
物
は
縁
側
を

⌒前
と

左
右
に
）
持

っ
て
い
た
こ
と
が

こ
ん
な
神
殿
に
日
吉
神
社
の

御
神
体
が
安
置
さ
れ
て
い
た
ん

で
す
。
神
殿
の
前
は
や
や
広
く

拝
　
殿

跡

神
殿
の
南
方
は
傾
斜
が
あ
り
、

大
型
の
自
然
石
列
で
畳
ま
れ
、

石
段
で
く
だ
る
の
で
す
が
乱
れ

て
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
傾
斜

面
の
下
に
東
西
三

・
三
メ
ー
ト

ル
の
間
隔
に
相
対
し
て
二
個
の

礎
石
が
並
置
さ
れ
て
い
る
の
は

さ
ら
に

一
段
さ
が

っ
て
拝
殿

が
あ
り
ま
す
。
東
西
約
七

・
三

メ
ー
ト
ル

⌒七
尺
×

一
〇
尺
×

七
尺
）、
南
北
約
六

・
五
メ
ー
ト

ル

（七
尺
ｘ
七
尺
×
七
尺
）、
軒

出
約

一
・
五
メ
ー
ト
ル
．
北
側

に
幣
殿
、
南
側
に
玄
関
ら
し
い

も
の
を
持

っ
て

一
五
個
の
礎
石

見
事
な
石
段

拝
殿
に
近
接
し
て
南
側
の
急

斜
面
か
ら
幅
二

・
八
メ
ー
ト
ル
、

蹴
上

一
八
セ
ン
チ
、
踏
面
三
～

段
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
石
段
の
上
に

ど

っ
か
り
と
樹
齢
四
百
年
の
杉

の
伐
根
が
坐
っ
て
い
た
の
に
は

ま
た
、
こ
の
石
段
の
西
側
の

傾
斜
面
に
踏
石
的
に
石
が
段
々

に
積
ま
れ
て
上
が
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
お
話

で
は
、
平
素
は
正
面
の
石
段
を

通
ら
ず
、
こ
の
踏
石
段
を
上
が

っ
て
参
拝
し
た
の
で
あ
ろ
う
と

寺
院
跡
そ
の
他
に
つ
い
て
は

次
号
に
ゆ
ず
り
ま
す
が
、
図
面

と
比
較
し
て
見
て
下
さ
い
。

⑮

に
　
の
　
部

逃
が
し
た
雑
魚
ァ
大
き
い
　
手

に
入
れ
か
け
て
失
っ
た
も
の
は
惜

し
さ
が

一
倍
で
あ
る
。

二
月
の
日
は
ず
し
　
一
一
月
の
吹

雪
は
棚
も
落
ち
る
ほ
ど
激
し
い
。

撮
り
鸞
れ
静
つて
ｍ
へ
ら
が
す

な
ま
け
者
の
こ
と
。
握
り
飯
を

持

っ
て
い
て
も
食
う
の
大
儀
で
空

腹
を
か
か
え
て
い
る
さ
ま
。

コ
十
五この
靭
鍮
血
　
男
子
は
二

十
五
歳
ま
で
成
長
す
る
と
い
う
。

西
が
ら
日
出
る
　
絶
対
あ
り
得

鰊
ど
竹
の
子
　
仲
が
い
い
こ
と
。

二
東
三
文
　
一
一東
ｒ
二
文
、
量

が
多
く
て
値
が
非
常
に
安
い
こ
と
。

捨
売
り
の
場
合
な
ど
に
い
う
。

件
だ
色
寿
婦‘　
性
格
の
異
な
っ

た
者
同
志
で
も
連
れ
添
っ
て
い
る

う
ち
に
互
い
に
感
化
さ
れ
て
似
か

似．だ
り
和
え
だ
り
　
大
し
た
違

煮
で
も
燒
い
で
も
食
れ
ネ
　
手

に
負
え
な
い
。
扱
い
よ
う
が
な
い

た
ル
で
湖
砕
げ
　
相
手
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
、
こ
と
ば
、
表
現
を
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ゆ
み
子
、
山
田
春
美
、
小
川
さ
つ
　
　
人
、
成
田
勲
、
櫛
引
み
つ
子
、
櫛

子
、
三
和
尋
子
、
鳴
海
信
子
、
佐
　
　
引
チ
セ
、
山
田
つ
せ
子
、
山
田
美

藤
れ
ち
、
大
性
み
ち
子
　
　
　
　
　
　
子
、
成
田
涼
子
、
山
田
知
枝
子

村
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
中
に

三
回
、
献
血
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な

協
力
で
、
二
百
四
十
六
本
と
い
う

実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

の
都
度
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と

五
十
八
年
中
の
献
血
協
力
者
は

献
血
協
力
者
、
相
内
地
区

一
回三

和
博
明
、
柏
谷
清
彦
、
佐
藤

嘉
津
之
、
自
川
敏
文
、
川
島
昌
幸
、

中
村
寛
二
、
工
藤

一
弥
、
猿
賀
隆
、

三
和
教
光
、
福
士
昌
武
、
須
藤
安

一
、
三
浦
勝
彦
、
小
寺
由
太
郎
、

小
川
勝
博
、
吉
田
均
、　
一
戸
俊

一
、

三
浦
英
夫
、
三
浦
行
彦
、
鳴
海
萬
、

佐
藤
重
治
、
工
藤
肇
、
小
川
昇
、

佐
藤
二
郎
、
佐
藤
昭
憲
、
三
和
不

二
義
、
秋
田
谷
勇
男
、
今
博
明
、
横

山
貞
男
、
秋
田
谷
催
子
、
吉
田
桂

藤
彰
子
、
鎌
田
明
美
、
佐
藤
明
美
、

佐
藤
ト
ク
、
三
浦
恵
子
、
糸
谷
直

子
、
渡
辺
ゆ
き
子
、
佐
々
木
絹
子
、

柏
谷
肇
、
丁
子
谷
悟
、
村
山
八

四
郎
、
自
川
隆
治
、
小
山
内
哲
治
、

山
田
進
、
古
川
千
鶴
子
、
佐
々
木

村
山
恭

一
、
三
和
悦
穂
、
奈
良

源
悦
、
野
上
孝
憲
、
鎌
田
和
廣
、

鳴
海
務
、
成
田
尚
子
、
猿
賀
ゆ
み

献
血
協
力
者
、
桂
川
地
区

秋
田
谷
清
司
、
秋
田
谷
昭
枝
、

秋
田
谷
つ
や
子

献
血
協
力
者
、
大
田
地
区

青
山
ミ
ツ
エ
、
本
村
夏
子

奈
良
孝
博
、
本
村
信
幸

献
血
協
力
者
、
日
元
地
区

一
回竹

谷
友
二
郎
、
宮
本
兼
政
、
山

山
田
博
伸
、
小
寺
猛
夫
、
石
岡
和

石
岡

一
衛
、
黒
川
進
、
林
崎
烈

子
、
竹
谷
ヨ
シ
エ
、
葛
西
セ
ツ

竹
谷
泰

一
、
川
内
敏
春
、
成
田

献
血
協
力
者
、
■
松
地
区

一
回中

山
明
弘
、
小
野
太
郎
、
古
川

政
光
、
中
山
柾
繁
、
恒
吉
徹
、
大

新
岡
恵
理
子
、
富
坂
静
子
、
藤
田

靖
、
葛
西
ミ
ツ
エ
、
村
元
イ
ツ
、

後
藤
美
津
子

藤
田
ぎ
ん
子
、
後
藤
京

献
血
協
力
者
、
十
三
地
区

一
回白

川
孝
樹
、
木
村
義
光
、
奈
良

智
機
、
松
本
紀
久
夫
、
田
中
清
則
、

工
藤
弘
文
、
岩
間
正
俊
、
大
沢
丈

徳
、
近
藤
昌
浩
、
高
田
正
嗣
、
浜

田
ス
ミ
、
工
藤
息
子
、
中
島
八
重
、

小
山
内
千
津
子
、
横
山
菊
子
、
松

木
芳
子
、
福
島
セ
ツ
、
渋
谷
キ
ヤ
、

岩
間
奈
保
子
、
石
沢
栄
子
、
秋
田

谷
悦
子

高
松
隆
三
、
奈
良
ふ
み
子
、
浜

工
、
豊
島
み
え
、
本
荘
美
幸

三
回長

利
勝
雄
、
中
島
成
雄
、
棟
方

由
美
、
藤
本
恒
徳
、
加
納
あ
や
子
、

村
外
協
力
者

黒
田
清
光

（中
里
）
石
橋
聴

（青
森
Ｘ
バ
津
喜
代
志

（稲
垣
）
佐

藤
辰
次
、
野
沢
成
正
、
秋
田
文
男

⌒以
上
車
力
）
成
田
隆
俊
、
長
谷

川
浩
子

（以
上
小
泊
）

二
回
　
新
岡
新
光

（小
泊
）

三
回
　
秋
元
収

⌒木
造
）

∩
幽
日
∪

健
康
な
人
な
ら
誰
で
も
献
血
で

き
ま
す
。
（た
だ
し
、
過
去
六
カ
月

以
内
に
輸
血
を
う
け
た
方
は
献
血

で
き
ま
せ
ん
Ｊ

献
血
量
の
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

は
健
康
に
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。
血

液
量
自
体
は
間
も
な
く
回
復
し
、

前
回
の
献
血
か
ら

一
カ
月
経
過
後

に
は
、
献
血
が
で
き
ま
す
。

献
血
は
、
健
康
な
人
た
ち
が
見

ん
の
代
償
も
も
と
め
ず
、
誰
の
強

時

所

象

参

日

場

対

持

時

所

象

他

日

場

対

そ

1才 6ヶ 月児健康診断

家庭計画指導教室

離乳食指導

れ占晴」認驚,すグ

●たばこは地元で
買い ましよう。



成
人
式
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
自
分
の

手
で
設
計
し
、
創
造
し
て
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
万

一
の
事
故
の
時

や
、
老
後
の
対
策
と
し
て
の
、
公

的
年
金
の
存
在
で
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
万

一
の
事

故
の
時
や
、
老
後
に
お
け
る
所
得

を
保
障
す
る
、
国
で
運
営
し
て
い

る
社
会
的
な
制
度
で
、
動
め
て
い

年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
職
場
の

年
金
制
度
と
、
職
場
の
年
金
制
度

の
人
た
ち
が
必
ず
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
国
民
年
金
と
が
あ
り

職
場
の
年
金
は
会
社
の
係
の
方

が
手
続
き
を
し
て
く
れ
ま
す
が
、

国
民
年
金
は
、
加
入
の
手
続
き
か

ら
保
険
料
の
納
付
ま
で
、
市
町
村

役
場
国
民
年
金
係
で
自
分
の
手
で

あ
な
た
は
何
の
公
的
年
金
制
度

職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
必
ず
国
民
年
金
に

国
民
年
金
に
関
す
る
詳
し
い
こ

と
は
村
役
場
国
民
年
金
係
で
お
た

せ
相

川
神

相
内

・
安
　
保
　
豪
　
夫

Ｏ
握

手

し

て

お

互

い
腹

の

さ

ぐ

り

あ

い

ｏ
借

金

で

手

形

お

と

し

て
息

を

つ
き

おし1泄

忘れないでネ″

所 得 の 申 告

国民金融公庫の

進学資金貸付
ご利用 ください
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圭
目
篤
ソ
在
十
の
‘Ｊ

κ
Ｈ
κ
り
ｈ
り
ｈ
Ｈ
κ
Ｈ
И
Ｈ
κ
Ｈ
И
Ｈ
　
　
　
　
　
　
一
方
、
親
子
が
一
緒
に
行
動
す

」
中
〕
」
ヽ
中
ヽ
い
）
い
い
ｒ
」
】
い
¨
中
¨
〕
一
い
¨
」
】
〕
　
　
　
　
　
一
『
一
一
っ
一
¨

，
一
¨
一
『
一

青
少
年
の
非
行
問
題
は
、
わ
が

国
ば
か
り
で
な
く
、
先
進
国
が
抱

え
る
共
通
の
悩
み
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
総
理
府

の

「青
少
年
と
家
庭
に
関
す
る
国

際
比
較
調
査
Ｌ
昭
和
五
十
七
年
）

を
も
と
に
、
し
つ
け
の
問
題
を
諸

国

固

□

園

□

し
つ
け
は

「学
校
や
社
会
よ
り

家
庭
が
中
心
」
と
い
う
点
で
は
、

日
本
の
規
も
外
国
の
親
た
ち
も

比
べ
、
わ
が
国
で
は
約
半
数
の
人

場
合
、
親
の
二
人
に

一
人
は
家
庭

以
上
、
二
つ
の
結
果
を
併
せ
考

え
て
み
る
と
、「
家
庭
で
の
し
つ
け

の
家
庭
で
は
、
親
子
が

一
緒
に
い

る
時
間
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り

③

換
気

に
注
意
す
る
。
酸
素
不
足

は
不
完
全
燃
焼
を
起

こ
し
、　
一
酸

④

ガ
ス
を
使
わ
な

い
と
き
は
、
元

栓
器
具
栓
を
必
ず

閉
め
ま
し

ょ
う
。

③

ガ

ス
器
具
は
必
ず
Ｌ
Ｐ
が

ス
専

⑥

ガ
ス
器
具
は
時

々
手
入
れ
を
し
、

持

に
ゴ
ム
管

は
早
目
に
取
り
替
え

や
爆
発

で
す
。
ガ

ス
漏
れ
を
起

こ

さ
な

い
こ
と
が
事
故
を
防
ぐ
根
本

ま
た
、
親
が
ふ
だ
ん
子
供
に
言

道
徳
の
面
で
わ
が
国
は
諸
外
国
に

比
べ
て
不
十
分
で
す
。
公
衆
道
徳

の
欠
如
は
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を

か
け
る

一
方
、
実
社
会
に
出
て
か

り
ま
す
。
子
供
の
時
に
直
し
て
お

口
日

□

日

□

に
は
手
を
触
れ
な
い
。

▽
販
売
店
に
連
絡
し
、
点
検
を

集
ま
る
所
で
は
、
外
来
者
な
ど

を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
る

こ
と
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

LPガスの事故防止

性質を知って

正しく使おう

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

⌒プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）

の
安
全
管
理
は
大
文
夫
で
す
か
。

家
庭
で
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
の
大

や
爆
発
で
す
が
、
そ
の
原
因
は
、

と
か
旅
行
、
そ
れ
に
子
供
の
勉
強

し
か
し

「親
の
で
き
る
し
つ
け
　
　
を
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
人

に
は
限
度
が
あ
る
」
と
外
国
の
親
　
　
に
一
人
し
か
行
動
を
共
に
し
て
い

躊
薇
鰈
鰈
颯

非
行
問
題
は
先
進
国
共
通
の
悩
み

器
具
を
誤

っ
て
操
作
す
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も

口

日

旧

旧

□

①
火
が
つ
い
た
こ
と
を
必
ず
日
で

確
か
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
天
ぷ

ら
な
ど
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
こ
と
。
特
に
、
ガ

ス
器
具
の
そ
ば
に
は
燃
え
や
す
い

②

い
つ
も
青
い
炎
で
使
い
ま
し
ょ

は
、
空
気
過
多
の
場
合
で
す
。

蝙
毒

（雌［　汐制　一響　動一

∩
剛

∪

宮
崎
　
ツ
ヤ

⌒十
　
一こ

７８
歳

自
川
　
多
蔵

（脇
　
元
）
７５
歳

葛
西
　
重
行

（磯
　
松
）
５．
歳

亀
田
嘉
四
蔵

（十
　
一こ

８０
歳

村
元
　
さ
み

（磯
　
松
）
７６
歳

村
山
国
四
郎

⌒相
　
内
）
８７
歳

醐
三
和

　

翔

佐
々
木
博
幸

小
笠
原
津
与

松
橋
真
奈
美

工
藤
　
未
央

お

凛

生

相

内
）

勲

相
　
内
）
鋭
敏

磯
　
松
）
博
勝

相
　
内
）
英
樹

相
　
内
）
祐
逸

十
　
一こ
　
誠

相

内
）

猛

（剛鋼ま］な

（嶼帯木識勧

（い国内帰仁

（動西　畔幸

（鈍川美佐一肇

（縮卸　邸奇

（は離優封摯


